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問題と目的

日常生活を送る中で個人が問題を抱え，それを自分自

身の力で解決できない場合に，他者に援助を求めることが

ある。そのことを援助要請といい，DePaulo(1983)は，「個

人が問題の解決の必要があり，もし他者が時間・労力・ある

種の資源を費やしてくれるのなら問題が解決，軽減するよう

なもので，その必要のある個人がその他者に対して直接的

に援助を要請する行動」と定義している。援助要請を行うこ

とは，精神的な健康を維持，増進させる重要な対処法略の

１つである(青柳, 2016)とされている。しかし水野(2017)は，

被援助志向性を高め援助要請の頻度を高めることで，援助

者に依存する可能性を指摘している。このことから，最近の

研究では援助要請の量のみではなく質，援助要請スタイル

についての研究が発展しつつある(青柳, 2016；永井, 
2013)。
一方で，援助要請者は常にその立場に居続けるわけで

はなく，援助者となる場合もあるとして妹尾(2017)は，援助

が上手い者は，他者に援助を求めることが上手くなると述

べている。それに加え，鈴木(2006)は，レジリエンスが高い

群は低い群に比べて，援助行動などの向社会的行動を負

担に感じることなく多く行っていることを明らかにした。さら

に，援助行動と被援助行動の間には正の関連性があること

が明らかとなっている(高木・妹尾, 2006)。このように援助行

動とレジリエンスの関係は示されているが，援助要請とレジ

リエンスとの関係について検討した研究は少ない。

また，レジリエンスと援助要請両方の要因に関係のある

変数として，自尊心があげられる。Fisher, Nadler, & 
Whitcher-Alanga(1982)が提唱している自尊心脅威モデ

ルによれば，援助要請を行うことで要請者の脆弱性や無能

さのためと受け止められ，援助要請者の自尊心を傷つける

可能性があると考えられる。それに加え脇本(2008)は，自

尊心の不安定さに着目し，自尊心が安定している場合にお

いて，自尊心の高さは友人などの家族以外への援助要請

の回数に正の影響を与えていることを明らかにしている。

つまり，レジリエンスがあると自尊心が安定し，傷つくことを

抑えることができると思われる。

そこで本研究では，大学生を対象として研究を行う。また

本研究の目的は，レジリエンスが援助要請スタイルに影響

を与えるモデルおよび自尊心を媒介変数としたモデルを

想定し，そのモデル(Figure1)の適合度の検討及び，援助

要請を促進させる方略について新たな知見を提供すること

を目的とする。

方 法

倫理的配慮

帝塚山大学の研究倫理委員会の承諾を得たうえで実施し

た。研究への協力は，研究対象者の意思を尊重し，協力を

しない自由を保障した。

調査対象者

近畿圏の大学に通う大学生 238 名(男性 118 名, 女性

120名, 平均年齢19.37歳, SD＝1.43)を分析対象とした。

調査方法

大学における授業の一部を利用して，集団的に質問紙調

査を行った。調査対象者に，質問紙を配付し，口頭および

文書(質問紙表紙に記載)により研究の説明を行った。説明

後，研究への参加に同意した対象者に質問紙への回答を

求めた。回答終了後，研究代表者が回収を行った。

質問紙の構成

1).フェイスシート性別，年齢，学年の回答を求めた。2).
全 25 項目からなる齊藤・岡安(2012)の作成されたレジリエ

ンス尺度を用いた。3). 山本・松井・山成(1982)が日本語に

翻訳した自尊感情尺度を全 10 項目からなる日本語版自尊

心尺度ものを用いた。4).全 12 項目からなる永井(2013)が
作成した援助要請スタイル尺度を用いた。

結 果

大学生のレジリエンスが援助要請スタイルに影響するプ

ロセスにおいて，自尊心を媒介することによって援助要請

スタイルに影響を与える仮説モデルについて検討するた

めに，共分散構造分析を行った。その際，パス係数の有意

確率と各適合指標を参考にモデルの修正を行った。その

結果仮説モデルの適合度が，良好な値を示したため(χ2
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Figure1  本研究で検討する仮説モデル 

帝塚山大学心理科学論集　2021年　第4号 pp.68-69 ショートレポート



(3)=1.464, n.s, GFI=.998, AGFI=.988, CFI=1.000, R
MSEA=.000)，そのモデルを採択した(Figure2)。

考察

共分散構造分析の結果より，レジリエンスが直接的に援

助要請過剰型と援助要請自立型を促進させる一方で，援助

要請回避型を抑制していることが示された。

松尾・前田(2015)は，看護学生からのインタビュー調査

を行い，レジリエンスが高い者は積極的に他者と関わる積

極性があることを示している。加えて，永井(2010)は悩みが

家族や友人への援助要請を促進させることを明らかにして

いる。以上のことより，レジリエンスが高い場合，積極的に

他者に対して援助要請を行うことによって問題解決を試み

るため，援助要請過剰型を促進させる結果となったと考えら

れる。また，先行研究と同様にレジリエンスが自尊心に正の

影響を与えていた。しかし，援助要請過剰型以外の援助要

請スタイルへの影響は見られなかった。問題でも述べてい

るように自尊心が安定している場合には，自尊心の高さが

援助要請の回数に正の影響を与えることが示されている

(脇本, 2008)。しかし，本研究では援助要請過剰型に対し

て負の影響がみられたため，自尊心が高い場合には援助

要請を行いにくいことが示された。このことから，レジリエン

スが自尊心を安定させる要因ではないと考えられる。

以上のことより，レジリエンスが援助要請の規定因である

こと，援助要請を促進させるためには，レジリエンスを成長

させる必要があることが示唆された。
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Figure 2 レジリエンスが自尊心を媒介して援助要請スタイル

に与える影響 
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